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第１ 募集の目的

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター(以下｢センター｣という。)は、地域住民が生活環境

の向上のために自主的に活動し、相互の多様な交流を深め、連帯感にあふれた人間性豊かな地

域社会を形成し、もって福祉の増進と文化の向上を図ることを目的として設置されています。

吉野川市飯尾敷地公民館（以下「公民館」という。）は、社会教育法（昭和２４年法律第２

０７号）第２０条の規定に基づき「市民のため、実際生活に即する教育、学術及び文化に関す

る各種の事業を行い、もって市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の

振興、社会福祉の増進に寄与することを目的」として、設置されています。

このたび、吉野川市教育委員会(以下｢教育委員会｣という。)は、センター及び公民館の管理

運営業務を効果的かつ効率的に行うため、地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第２４４条の

２第３項、吉野川市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例(平成１６年吉野川市条例

第７２号)、吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター条例(平成１６年吉野川市条例第１６号)及

び吉野川市公民館条例（平成１６年吉野川市条例第９９号）の規定に基づき、以下によりセンタ

ー及び公民館の管理運営に関する業務を行う指定管理者を募集します。

指定管理者に応募される法人等は、業務仕様書の内容を十分に踏まえた上で、次の要領で申

請してください。

第２ 募集の内容

１ 施設の概要

(1) 名称 吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター

吉野川市飯尾敷地公民館

(2) 所在地 吉野川市鴨島町飯尾５５０番地７４

(3) 構造 鉄筋コンクリート造２階建て

(4) 敷地面積 ３，０００．００㎡

(5) 建築延面積 ７７６．００㎡

(6) 開設日 平成２５年１１月２９日

(7) 主な施設内容 ☆１階

会議室１ ６５．００㎡

会議室２ ５４．００㎡

調理室 ５４．００㎡

東娯楽室 ２７．００㎡

和室 ５４．００㎡

茶室 ２０．００㎡

☆２階

ホ－ル ２８８．００㎡（収容１５０人）

☆駐車場（１５台収容）

☆テニスコート（２面）
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２ 指定管理者が行う業務の範囲

指定管理者が行う業務の範囲は次のとおりとし、業務の詳細内容については、別添｢吉野川

市飯尾敷地コミュニティセンター及び吉野川市飯尾敷地公民館指定管理者業務仕様書｣(以下

｢仕様書｣という。)を参照してください。

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター条例

（指定管理者が行う業務等）

第１４条 前条の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合の業務は、

次のとおりとする。

(１) センターの施設及び付属設備の維持管理（教育委員会が指定する補修等

を除く。)に関する業務

(２) センターの利用の許可に関する業務

(３) 利用料金の収受に関する業務

(４) その他センターの管理に関し教育委員会が必要と認める業務

吉野川市公民館条例

（指定管理者が行う業務等）

第１９条 前条の規定により指定管理者に公民館の管理を行わせる場合の業務は、

次のとおりとする。

(１) 公民館の施設及び設備の維持管理（教育委員会が指定する補修等を除く。)

に関する業務

(２) 公民館の利用の許可に関する業務

(３) 利用料金に関する業務

（４） 講座の実施に関する業務

（５） その他公民館の管理に関し教育委員会が必要と認める業務

３ 管理の基準

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター条例及び吉野川市公民館条例において、休館日及

び利用時間・開館時間に関する規定があり、その詳細については仕様書に記載していますが、

休館日及び利用時間・開館時間について、市民の利用の幅がより広がる内容の申請をしてい

ただくことも可能です。

４ 指定期間

令和７年４月１日から令和１０年３月３１日まで(３年間)
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５ 業務に必要な経費

市が支払う指定管理料と施設の利用料金収入等をもって、業務を行うものとします。

指定管理料については、指定管理者が申請の際に提案した収支計画に記載された額（消

費税及び地方消費税含む）を基本として、市と指定管理者が締結する基本協定書により決定

します。

なお、収支計画の見積にあたっては、下記のとおり各年度の基準額を設定しますので、基

準額を上回る提案をした場合は失格となります。

※指定管理料(税込み額)は、４，９９９，５００円以下／年度で設定すること。

(様式３の表｢指定管理料｣欄に記載する)

ただし、指定期間内に、消費税率等の変更により物価に変更が生じた場合は、指定期間で

あっても指定管理料を見直すものとします。

本業務を適正に遂行した上で、指定管理者の経営努力によって生じた剰余金については、

原則として、指定管理料に含まれる修繕費３０万円及び備品購入費１０万円を除き精算によ

る返還を求めないものとします。また、本業務に要した管理運営経費に対して、指定管理料

が不足した場合も、特別な事由がない限りは補填は行わないものとします。

６ 利用料金

利用料金については、地方自治法第２４４条の２第８項の規定に基づく｢利用料金制｣を採

用しますので、指定管理者の収入として収受できます。

指定管理者は、 吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター条例第１０条及び吉野川市公民

館条例第１５条の規定に基づき、利用料金の減額または免除を行うことができるものとしま

す。

業務に必要な経費のうち、指定管理料は毎年、年度協定書により決定した額が支払われま

すが、利用料金収入は利用の状況により変動します。

利用料金収入が、収支計画を上回った分も指定管理者の収入として収受できますが、下回

っても指定管理料の変更はありません。

第３ 申請資格

指定管理者の指定を申請することのできる者は、仕様書の５に記載の法令等を遵守し、か

つ、指定期間中に、センター及び公民館を安全円滑に管理運営することのできる法人または

団体(以下｢法人等｣という。)であることとします。

また、次に掲げる(１)及び(２)のすべての要件を満たす必要があります。

（１）吉野川市内に主たる事務所(本店)を置いている法人等であること。

（２）法人等及びその代表者が以下の事項に該当しないこと。

①地方自治法施行令(昭和 22年政令第 16号)第 167条の 4の規定に該当する者
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②地方自治法第 244 条の 2 第 11 項の規定により指定の取り消しを受け又は当該処分の日
から起算して２年を経過しない者

③吉野川市建設業指名停止措置要綱に基づく指名停止期間中の者

④暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第
２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

⑤暴力団又はその構成員(暴力団の構成団体の構成員を含む。)若しくは暴力団の構成員で

なくなった日から５年を経過しない者(以下｢暴力団の構成員等｣という。)の統制の下に

ある団体

⑥会社更生法(平成 14年法律第 154号)に基づく更生手続き開始の申立て、民事再生法(平
成 11年法律第 225号)に基づく再生手続き開始の申立て又は破産法(平成 16年法律第
75 号)に基づく破産手続き開始の申立てがなされた者。ただし、会社更生法に基づく更
生手続き開始の申立て又は民事再生法に基づく再生手続きの申立てがなされている者で

あっても、更生計画の認可が決定、又は再生計画の認可の決定が確定している者につい

ては、当該申立てがなされていない者とみなす。

⑦私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律(昭和 22年法律第 54号)第３条又は第
８条第１項第１号に違反するとして、公正取引委員会又は関係機関に認定された日から

２年を経過しない者

⑧国税及び地方税を滞納している者

⑨労働基準法をはじめとする労働関係法令を遵守していない者

⑩役員(法人の監査役及び監事を含む。)のうちに、次のいずれかに該当する者がいる団体

(ア)破産者で復権を得ない者

(イ)禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けること

がなくなった日から２年を経過しない者

(ウ)暴力団の構成員等

(エ)地方自治法第９２条の２（議員の兼業禁止）、第１４２条（長の兼業禁止）、第１

６６条（副市長の兼業禁止）及び１８０条の５（委員会の委員及び委員の兼業禁止）

に該当する者

第４ 申請方法等

（１）提出書類

①指定管理者指定申請書

※吉野川市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例施行規則別記様式

②法人等概要書 (様式１)

次の(ア)～(カ)を添付してください。

（ア）登記事項証明書（履歴事項全部証明書：申し込み前１ヶ月以内に発行されたもの）

※法人以外の団体にあっては、会則その他これに類するもの

（イ）定款又は寄附行為、規約その他これに代わる書類（最新のもの）

（ウ）法人又は団体の概要（経営理念、事業経歴等 ※パンフレット可）
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（エ）法人等役員一覧 (様式１－２)

（オ）申請を行う日の属する事業年度の収支予算書並びに直近２事業年度の事業報告書、

貸借対照表及び損益計算書又はこれらに類するもの(新たに設立する法人又は設立初

年度の法人にあっては、上記に替えて収支計算書又はこれらに類する書類を提出して

ください。設立初年度の法人にあっては、さらに、設立時における財産目録も提出し

てください。また、設立２年目の法人にあっては、前事業年度に係る書類を提出して

ください。)

（カ）市税、県税、法人税若しくは所得税並びに消費税及び地方消費税に関する納税証明

書（新たに設立する法人又は設立初年度の法人にあっては、提出を要しないものとし

ます。）

③事業計画書 （様式２）

④自主事業計画書 （様式２別表）

⑤収支計画書 （様式３）

⑥申請書添付書類確認表 （様式４）

⑦誓約書 （様式５）

（２）申請書類の受付期間

令和６年１０月２２日（火）から令和６年１０月３１日（木）まで

午前８時３０分～午後５時（土曜日、日曜日、祝日を除く）

（３）提出場所

吉野川市教育委員会 生涯学習課 吉野川市役所 東館３階

吉野川市鴨島町鴨島１１５－１ 電話(0883)22-2271 ＦＡＸ(0883)22-2270
（４）提出方法

直接持参のこと。郵送による提出は受付ません。

（５）提出部数

正本 １部、 副本 １０部

※証明書は正本は原本。副本は写しで可。製本はＡ４版ファイル綴りとします。

第５ 審査方法等

１ 審査の方法

（１）審査の方法

吉野川市教育委員会指定管理者選定委員会（以下「選定委員会」という。）において、申

請資格等の要件を満たす者を対象に書類による一次審査を経た後、プレゼンテーション及び

ヒアリング等による二次審査を行い、指定管理者として最も適切な優秀者を選定し、結果を

教育委員会に報告します。

（２）指定管理者の候補の選定

教育委員会は、選定委員会の報告を受け、優秀者と細目協議を行い、協議が調った段階で

指定管理者の候補者として選定します。指定管理候補者の選定結果は、応募した法人等すべ
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てに対し速やかに文書で通知するとともに、市ホームページへの掲載等により選定結果を公

表します。なお、申請団体名は公表されます。

（３）指定管理者の指定

指定管理候補者は、市議会の議決を経て指定管理者として指定されます。

ただし、市議会の議決を得られない場合は指定されません。

なお、吉野川市は指定管理者の指定に関する市議会の議決が得られないことにより指定管

理者の候補者に生じた損害を負担しません。

２ 審査の日程

審査は、申請受付終了後、令和６年１１月上旬までを目途に予定しています。

３ 審査の基準

審査は、次に掲げる選定の基準に照らし総合的に判断します。

（１）事業計画書による施設の運営が利用者の平等な利用を確保するものであること。

（２）事業計画の内容が当該事業計画書に係る施設の効用を最大限に発揮させるとともに、

管理に係る経費の縮減が図られるものであること。

（３）事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有するものであるこ

と。

（４）その他、事業計画の内容が、地域との連携が図られ、地域に貢献する内容となってい

ること。

第６ 留意事項

１ 留意事項

(１) 関係法令、関係基準、関係通知及び関係市条例、規則を熟知の上で応募してください。

（２）必要と認める場合は、追加書類の提出を求めることがあります。

（３）受付期間の終了後における応募書類及び追加資料の書き換え、差し替えは、原則とし

て認めません。

（４）提出書類等に虚偽の記載があった場合は、失格とします。

（５）申請に係る経費は、すべて応募する法人等の負担とします。

（６）選定委員、本件業務に従事する本市職員及び本件関係者に対し、本件応募についての

不正な接触を禁じます。接触の事実が認められた場合は失格となることがあります。

２ その他

（１）申請書類等は返却しません。なお、提出書類については、吉野川市情報公開条例に基

づき公開することがあります。
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（２）募集内容等に係る質問等については、ファックス又は電子メールで提出（様式６）し

てください。

なお回答書は、申請者全員にファックス又は電子メールで送信します。※電話不可

（３）申請受付後に辞退する場合は、辞退届（様式７）を提出してください。

（４）担当課

吉野川市教育委員会 生涯学習課 人権社会教育係

住 所 〒７７６－８６１１ 吉野川市鴨島町鴨島１１５番地１

電 話 （０８８３）２２－２２７１

ＦＡＸ （０８８３）２２－２２７０

電子メール s-gakushuu@yoshinogawa.i-tokushima.jp
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別記様式(第３条関係)（吉野川市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例施行規則別記様式）

令和 年 月 日

指定管理者指定申請書

吉野川市教育委員会 様

申請者 所在地

団体名

代表者氏名 ○印

連絡先（電話番号）

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター及び吉野川市飯尾敷地公民館の指定管理者の指定を

受けたいので、関係書類を添えて申請します。

添付書類

１ 事業計画書

２ 収支計画書

３ その他市長が定める書類
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（様式１）

法 人 等 概 要 書

所 在 地 〒

商号又は名称

代表者氏名

役 割

電 話 ＦＡＸ番号

資 本 金 株式上場の有無 有 ・ 無

設立年月日 従 業 員 数

営 業 種 目

業 務 内 容

担当者氏名

所 属

電 話 番 号 ＦＡＸ番号

備 考
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(様式１－２)

法 人 等 役 員 一 覧 表
申請者

(ふりがな)

名 称 住 所

法人等の役員(監査役及び監事を含む。)

(ふりがな) 生年月日

氏 名 役 職 名 住 所

注１）登記事項証明書と一致させること。
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(様式２)

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター及び吉野川市飯尾敷地公民館の管理業務に

関する事業計画書

１ 利用者の平等な利用の確保等について

(１)管理運営の基本方針について

(２)利用者の平等な利用の確保について

２ 施設の効用の最大限の発揮と経費の縮減について

(１)施設利用促進、利用者サービス向上対策

・利用者ニーズの把握方法について

・施設利用促進策及びサービス向上について

・自主事業の内容等について（様式２別表）

・利用者ニーズの把握及びサービス向上等におけるセルフモニタリングの

方法について

(２)安全管理

・安全管理の方針について

・事故防止、個人情報保護、防災、非常事態等の対策について

・施設の安全管理における点検やトラブル発生時の対応等、安全管理におけ

るセルフモニタリングの方法について

(３)効果的な管理運営

・施設の管理運営に係る経費のコスト削減について

・施設の適正な維持管理を行うための方策について

・施設の維持管理におけるセルフモニタリングの方法について

３ 安定した管理のための人的・物的経営基盤の状況について

・職員の採用・配置計画について

・職員等の資質向上・人材育成・研修について

・当該施設の機能を充分に発揮できる管理運営を行える体制となっているか。

・類似施設の管理実績を有しているか。

・施設の管理運営業務のうち第三者に行わせる業務について(委託する業務内容、

委託先等具体的に)

・地域の関連団体との連携や協働について

４ 上記の他に提案する事業計画等があれば具体的に記入してください

※用紙はＡ４版で自由追加とします
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（様式２別表）

自 主 事 業 計 画 書

事 業 名 目 的・内 容 備 考

※用紙はＡ４版で自由追加とします
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（様式３）

（単位：千円）

指定管理業務 収支計画書
区 分 令和７年度 令和８年度 令和９年度 備 考

収 指定管理料

利用料金（入館料）収入

入 その他の収入

収入計（a）
人件費

支 事務費

事業費

維 清掃費

持 施設警備費

管 光熱水費

理 修繕料 30万円の内、未使用分は返却

出 費 備品購入費 10万円の内、未使用分は返却

その他維持管理費

小 計

支出計（b）

自主事業 収支計画書
区 分 令和７年度 令和８年度 令和９年度 備 考

収入 自主事業収入

支出 自主事業支出

※用紙はＡ４版とします。

注１）収入計（a）と支出計（b）が等しくなるよう収支計画を作成してください。
注２）事務費には、事務的経費として必要な消耗品、印刷製本費、会議費、通信運搬費、保険料、

旅費、租税公課等を計上してください。

注３）金額は、消費税及び地方消費税込みの金額を記入してください。

注４）｢指定管理料｣欄の額が募集要項５に示す指定管理料の基準額を上回る場合は、失格となり

ます。
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（様式４）

申 請 書 添 付 書 類 確 認 表

(申請者) 所 在 地

団 体 名

代表者名

様式 名 称 確認欄

規則様式 指定管理者指定申請書

様式１ 法人等概要書

（ア） 登記事項証明書（履歴事項全部証明書：申し込み前１ヶ月以内に発行されたもの）

※法人以外の団体にあっては、会則その他これに類するもの

（イ） 定款又は寄附行為、規約その他これに代わる書類（最新のもの）

（ウ） 法人又は団体の概要（経営理念、事業経歴等。パンフレット可）

（エ） 法人等役員一覧(様式１－２)

申請を行う日の属する事業年度の収支予算書並びに直近２事業

（オ） 年度の事業報告書、貸借対照表及び損益計算書又はこれらに類

するもの

（カ） 市税、県税、法人税若しくは所得税並びに消費税及び地方消費

税に関する納税証明書

様式２ 事業計画書

様式２別表 自主事業計画書

様式３ 収支計画書

様式４ 申請書添付書類確認表

様式５ 誓約書

注１）確認欄には添付する書類に○印を記入してください。

注２）(オ)については、新たに設立する法人又は設立初年度の法人にあっては、上記に替えて収

支計算書又はこれらに類する書類を提出してください。設立初年度の法人にあっては、さ

らに、設立時における財産目録も提出してください。また、設立２年目の法人にあっては、

前事業年度に係る書類を提出してください。

注３）(カ)については、新たに設立する法人又は設立初年度の法人にあっては、提出を要しない

ものとします。
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（様式５）

令和 年 月 日

誓 約 書

吉野川市教育委員会 様

所 在 地

申立者 団 体 名

代表者名 ○印

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター及び吉野川市飯尾敷地公民館指定管理者指定申請を行

うにあたり、下記の事項について相違ありません。

１．指定管理者募集要項第３の申請資格要件を満たしています。

２．提出した申請書類に虚偽または不正はありません。

３．提出した事業計画書及び収支計画書により行う業務の内容及びその範囲は業務仕様書を

充足しています。
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（様式６）

令和 年 月 日

質 問 書

吉野川市教育委員会 様

申請者 所在地

団体名

代表者氏名

質問者 担当者職氏名

電話番号

ＦＡＸ番号

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター及び吉野川市飯尾敷地公民館の募集内容等に関して、

次の質問がありますので、本紙を提出します。

質問番号 ページ タイトル 質疑事項

(注)質疑事項は本様式１枚につき１項目とし、質疑事項が複数の場合、通しの質問番号を明記

してください。



- 17 -

（様式７）

令和 年 月 日

指 定 管 理 者 指 定 申 請 辞 退 届

吉野川市教育委員会 様

申請者 所在地

団体名

代表者氏名 ○印

連絡先（電話番号）

吉野川市飯尾敷地コミュニティセンター及び吉野川市飯尾敷地公民館の指定管理者の指定を

受けるために令和 年 月 日申請書を提出しましたが、次の理由により辞退したいので

届け出ます。

（申請辞退理由）


